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　　　　　　　　　　　　　　代表　菅波茂

　今、新聞を間けば「難民」に間する記事の載らない日はありません。

私達アジア医師連絡協議会（ＡＭＤＡ）はアジア１３力国に支部があり約４０

０名の会員からなる団体です。アジアのより良き医療、より良き将来という

理念のもとに力を合わせて頑張っています。難民に対する活動としてバング

ラデシュのミャンマー難民、ネパールのブータン難民そしてカンボジア難民

本国帰還の医療支援プロジェクトを実施しています。その前はイランのクル

ド難民医療支援プロジェクトを実施しました。

　難民とは何か。簡単に言えば「パスポートを持てない人達」です。

パスポートには「このパスポートを有する人に保護を与えてくれるよう国家

としてお願いする。」と記載されています。国家は税金を払っている国民の

ために国益を追及します。パスポートはその象徴といえます。

　難民支援を行なっている私達はＮＧＯです。ＮＧＯとは　Non-Governmenta1

0rganizationの略語です。直訳では非政府組織ですが、いわゆる国際民間協力

団体のことです。国家も当然国益のために難民支援プロジェクトを実施いた

します。では、同じようにみえる難民支援プロジェクトを実施している国家

と国際民間協力団体との違いはどこにあるのでしょうか。国家による難民支

援プロジェクトは豊富な情報、資金及びマンパワーを駆使したスケールの大

きな展開が可能です。国際民間協力団体はあくまで「お互いの顔が見える範

囲」のスケールが特徴です。しかし、それ以上に決定的な達いがあります。

それは下記の３点に要約されます。

　１）国際民間協力団体は国家間の正式な外交関係の無い時にも行動できる。

　２）国際民間協力団体は複数の国家に所属する人達で構成できる。

　３）国際民間協力団体は国益でなく人道的立場から行動できる。

　国際民間協力団体は原則として非政治的です。その非政治性が国家間の政

治的問題を解決する時に究極の政治性を発揮するというパラドックスがあり

ます。地域的な紛争に伴う国交断絶を常に繰り返してきている欧米の国々は

このパラドックスを良く理解しており自国の国際協力民間団体を積極的に支

援しています。

　代表的な例として「国際赤十字社」をあげることができます。

クリミア戦争における敵味方の隔たり無く負傷者の看護にあたった英国のナ

イチングールの活動が発端です。現在では世界中にネットワークをもった国

際民間協力団体として各国に支部を持ち人道的な立場から国家間を越えて活

動しています。遂に、解決しなければいけない問題をかかえた当事国が国家

間の正式な国交が無くて困っている場合に「国際赤十字社」に橋渡しを依頼

することがよく見られます。
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　我が国の国際民間協力団体に対する
ティア貯金」と外務省「国際開発協力
休的な数字でみることができます。

官民の認識の差が郵政省「
関係民間公益団体補助金」

この金額の差は余りにも大きすぎます。
　国際貢献が叫ばれている昨今ですが、
協力団体に対する評価は低く、声無き庶

は高いとい!う数字です。これは民間から
は不安
家生存

外交の
民の国

の「国
であるという一種の世論です。即ち、国

の保険あるいは保障」ということでしょ

プ

際

家

□であ
民間協
として
際民間

うか。

協

国

に

際

お

ボ

い

ラ

て

ン

具

る

力

の

力

外務省の国際民間
団体に対する期待

国際貢献」だけで
団体の存在は「国

　民間のほうが官より先に欧米の国際民間協力団体に対する感覚が芽生えて
きているのかも知れません。

　現在、日本には小規模ながら将来性および独自性のある国際民間協力団体
が１９７９年のカンボジア難民を境にして勢いよく育ってきています。その
数は約２００団休

休の育成を１０年
　１０年後の「国

です。「教育は百年の計」と言いますが、国際民間協力団

の計として官民共に真剣に考える必要があると思います。
際民間協力団体大国」という夢はいかがでしょうか。

１９９２年（平成４年）７月３日（金曜日）

アジア医師連絡協議会代表

時
間
の
対
比
が
雄
弁
に
物
語
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
）
は
】
九
七
九
年
、
タ
イ
領
内

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
駆

け
つ
け
た
一
人
の
医
師
と
二
人
の
医

学
生
の
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
Ｎ
Ｇ

Ｏ
。
三
人
の
日
本
人
が
現
地
で
感
じ

た
の
は
「
ア
ジ
ア
の
よ
り
良
き
医
療
、

よ
り
良
き
将
来
」
だ
っ
た
。
以
後
、

相
互
の
理
解
、
支
援
、
幸
福
を
目
標

に
ア
ジ
ア
の
志
を
同
じ
く
す
る
医
師

へ
の
発
展
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ハ

イ
テ
ク
技
術
を
持
っ
た
企
業
と
も
協

力
し
合
う
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

　
国
憲
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

論
議
の
中
で
、
「
国
際
貢
献
」
の
あ

り
方
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
我
々
が
考
え
る
の
は
、
ア
ジ
ア

の
医
師
ら
と
一
緒
に
汗
を
か
く
信
頼

関
係
の
確
立
と
、
そ
の
具
体
的
な
実

現
で
あ
る
。

菅波 茂

が
お
り
、
機
会
さ
え
あ
れ
ば
、

難
民
の
た
め
の
医
療
に
従
事

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持

っ
て
い
る
。
今
回
の
緊
急
援

助
は
こ
う
し
た
医
師
が
中
心

に
な
っ
た
。
ま
た
援
助
を
受

け
る
国
も
必
ず
し
も
好
ん
で

外
国
人
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
受
け
入

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い

う
事
実
も
、
許
可
に
必
要
な

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
開
発
途
上
国
が
抱
え
た
難

民
の
医
療
は
こ
れ
ま
で
、
経

済
的
に
恵
ま
れ
た
国
の
医
師

が
行
う
こ
と
が
当
た
り
前
と

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
開

発
途
上
国
に
も
多
く
の
医
師

縁取鎖鎌皿靫
化
、
多
宗
教
）
に
応
じ
た
医

療
③
ア
ジ
ア
か
ら
の
参
加
国

医
師
に
よ
る
平
等
な
貢
献
－

―
が
柱
だ
。

　
今
年
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
先
の
ミ

ャ
ン
マ
ー
難
民
医
療
を
は
じ

め
カ
ン
ボ
ジ
ア
本
国
に
帰
還

し
た
難
民
、
ネ
パ
ー
ル
に
流

入
し
た
ブ
ー
タ
ン
難
民
へ
の

医
療
を
実
施
。
こ
れ
を
足
掛

か
り
に
来
年
五
月
、
ア
ジ
ア

多
国
籍
医
師
団
を
正
式
な
活

動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実

環
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
今
後
、
妻

子
を
抱
え
た
医
師
の
生
活
保

障
を
ど
う
す
る
か
が
克
服
す

べ
き
大
き
な
課
題
に
な
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
「
湾
く
貧
し
く
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
問

題
の
解
決
方
法
を
持
っ
た
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
組
織
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「
外
国
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

が
活
動
の
許
可
を
得
よ
う
と
す
れ
ば

一
、
二
年
か
か
る
の
に
僕
た
ち
は
わ

ず
か
一
時
間
で
許
可
さ
れ
た
」
。
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
に
流
入
し
た
ミ
ャ
ン
マ

ー
難
民
に
対
し
、
我
々
が
今
年
四
月

派
泄
し
た
緊
急
救
援
三
力
国
（
日
本
、

ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
合
同

医
師
団
の
り
Ｉ
ダ
ー
で
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
入
の
サ
ル
ダ
ー
ル
ナ
イ
ー
ム
医

師
は
う
れ
し
そ
う
に
語
っ

た
。
彼
の
喜
び
は
二
つ
の
こ

ら
と
さ
ま
ざ
ま
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

フ
ォ
圭
フ
ム
を
積
み
重
ね
、
谷
員
は

現
在
十
三
カ
国
、
四
百
人
（
日
本
人

二
百
人
）
に
な
っ
た
。

　
今
回
の
緊
急
合
同
医
師
団
は
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま
え

ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
設
立
構
想
の

一
環
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
構
想
の

理
念
は
①
自
然
災
害
や
難
民
に
対
す

　
　
　
る
国
際
緊
急
医
療
②
ア
ジ
ア

　
　
　
の
多
様
性
（
多
言
語
、
多
文

９２ ４
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皿
９
Ｍ
・
回
画
諮
問
一
澱
一
蕪
一
７
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国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
協
力
法
が
、
七
月
の
参
院
選
の
大
き
な
争
点
と
し
て
浮
上
す
る
な
ど
、
国
際
貢
献
の
在
り

方
を
め
ぐ
る
議
論
が
高
ま
る
中
で
、
県
内
に
拠
点
を
置
く
民
間
海
外
援
助
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
＝
非
政
府
組
織
）
の
活
動
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
現
地
の
実
情
に
合
っ
た
″
草
の
根
″
活
動
を
身
軽
に
展
開
で
き
る
の
が
特
徴
で
、
既
に
十
年
以
上
前
か
ら
医
療
、

教
育
、
農
業
な
ど
の
分
野
で
活
発
な
国
際
貢
献
を
続
け
て
い
る
。
県
下
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
躍
ぶ
り
と
課
題
な
ど
探
っ
た
。

岡
山
市
内
に
本
部
を
置
く
　
七
月
か
ら
ネ
パ
ー
ル
の
ブ
ー

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
）
」
。
ア
ジ
ア
十
三

力
国
の
医
療
関
係
者
四
百
人
で

構
成
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ピ
ナ

ト
ゥ
ボ
火
山
被
災
者
を
は
じ
め

湾
岸
戦
争
に
よ
る
ク
ル
ド
難
民

や
、
ネ
パ
ー
ル
、
内
戦
の
あ
っ

た
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
で
診
療
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
年
四
月
上
旬
に
は
約
半
年

間
の
予
定
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
ヘ
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
。

日
本
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ

パ
ー
ル
の
医
師
が
協
力
し
、
二

土
八
万
人
と
も
い
わ
れ
る
ミ

ャ
ン
マ
ー
難
民
を
診
療
、
寄
生

虫
駆
除
な
ど
に
当
た
っ
て
い

る
。
　
　
「
現
地
の
事
情
に
詳
し
い
地

元
医
師
も
参
加
し
、
そ
の
場
限

り
で
な
く
継
続
し
た
診
療
、
衛

生
体
制
を
整
え
た
い
」
と
菅
波

茂
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
は
い
う
。

タ
ン
難
民
、
九
月
に
は
国
連
が

Ｉ
ク
化
に
取
り
組
む
民
間
団
体

「
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
」

で
、
相
手
の
自
立
を
促
す
支
援

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
「
ネ
パ

　
こ
の
ほ
か
、
岡
山
市
出
石
町
会
代
表
―
成
羽
町
下
屋
ｊ
は

の
店
舗
で
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
　
「
地
道
な
募
金
活
動
で
、
設
立

の
手
工
芸
品
な
ど
売
る
「
コ
ッ
当
時
の
盛
り
上
が
り
は
な
い
の

ト
ン
古
都
夢
」
は
、
経
費
を
除

く
売
上
金
を
、
各
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

資
金
協
力
す
る
公
益
信
託
ア
ジ

ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス

ト
（
事
務
局
恵
示
）
な
ど
通
し

支
援
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
直
面
し
て
い
る
大

き
な
課
題
の
Ｉ
つ
が
活
動
資

金
。
「
年
間
予
算
は
数
十
万
円

か
ら
百
万
円
単
位
ま
で
、
お
お

む
ね
小
規
模
」
と
田
中
こ
岡
北

2
5
団
体
が
草
の
根
活
動

資
金
、
情
報
基
地
作
り
急
務

取
り
組
む
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
帰
　
（
代
表
・
田
中
治
彦
岡
山
大
助

還
の
医
療
活
動
に
も
参
加
す
教
授
）
の
ま
と
め
で
は
、
Ｎ
Ｇ

る
。
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
全
世
〇
約
二
十
五
団
体
が
、
県
内
に

界
か
ら
約
八
十
団
体
が
活
動
し
事
務
局
や
支
部
を
置
い
て
い

て
お
り
、
風
土
病
の
治
療
、
地
る
。
設
立
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
難

雷
で
け
が
を
し
た
患
者
の
診
療
民
問
題
の
浮
上
し
た
昭
和
五
十

を
す
る
予
定
」
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
　
五
年
ご
ろ
が
ピ
ー
ク
。

　
さ
ら
に
、
来
年
五
月
に
ア
ジ
　
タ
イ
プ
は
、
対
象
地
域
に
赴

ア
の
医
師
ら
に
よ
る
「
ア
ジ
ア
き
直
接
支
援
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

多
国
籍
医
師
団
」
を
結
成
す
る
。
よ
う
な
「
直
接
支
援
型
」
と
、

が
事
実
。
ス
ラ
ム
の
実
情
を
知

ら
な
い
人
が
多
い
が
展
覧
会
な

ど
続
け
て
が
ん
ぱ
り
た
い
」
と

い
う
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
支
援
の
た

め
、
元
年
度
か
ら
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

Ｉ
ル
や
ぎ
銀
行
協
力
会
」
　
（
事
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
は
説
明
す
　
　
　
ド

務
局
岡
山
巾
）
は
バ
ザ
Ｌ
な
ど
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
‘
じ

に
よ
る
浄
財
で
、
ネ
パ
ー
ル
の
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
に
、
緊
急
　
　
ド

農
村
な
ど
ヘ
ヤ
ギ
の
つ
が
い
を
支
援
が
必
要
な
災
害
援
助
、
難
　
　
¨

貸
与
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
グ
ロ

ス
島
の
困
窮
砂
糖
労
働
者
を
支

援
す
る
「
ネ
グ
ロ
ス
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
岡
山
」
　
（
同
）
は
、
募

金
な
ど
の
浄
財
を
東
京
本
部
を

通
し
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
へ

「
難
民
や
災
害
被
災
者
へ
速
や
募
金
な
ど
の
援
助
、
パ
ネ
ル
展
送
金
。
「
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

か
に
対
応
し
た
い
」
と
意
欲
的
示
で
現
地
の
様
子
を
知
ら
せ
る
を
建
設
、
農
業
技
術
指
導
を
し

だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
後
方
支
援
啓
が
あ
る
。
　
て
い
る
」
　
（
梅
田
環
呼
び
掛
け

　
国
際
協
力
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
　
多
く
が
後
方
支
援
タ
イ
プ
人
０
岡
山
市
田
町
）

民
救
済
に
対
応
す
る
に
は
、
「
す

ぐ
動
け
る
資
金
確
保
が
必
要
」

　
（
苛
波
代
表
）
。
タ
イ
の
ス
ラ

ム
支
援
を
し
て
い
る
「
ク
ロ
ン

ト
イ
の
芦
」
（
事
務
局
成
羽
町
）

は
、
絵
は
が
き
販
売
や
絵
画
展

で
集
ま
っ
た
約
千
四
百
万
円

で
、
ス
ラ
ム
地
域
の
学
校
建
設

に
協
力
し
た
。

　
加
賀
博
人
・
ク
ロ
ン
ト
イ
の

ネ
パ
ー
ル
の
農
村
に
簡
易
診
療

所
を
開
設
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
、

約
七
百
万
円
が
出
た
。

　
効
果
的
な
支
援
を
す
る
に

は
、
資
金
以
外
に
も
多
く
の
課

題
が
あ
る
の
は
確
か
。
菅
波
・

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
は
「
実
際
に
海

外
で
活
動
す
る
に
は
、
現
地
の

情
報
や
人
間
の
つ
な
が
り
が
重

事
業
補
助
が
始
ま
っ
た
。
本
年
要
」
と
指
摘
。
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
国

度
予
算
は
、
三
億
四
千
万
円
。
レ
ベ
ル
の
支
援
は
、
足
り
な
い

　
ま
た
、
二
年
度
に
郵
政
省
が
と
こ
ろ
を
補
う
関
係
に
あ
る

　
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
」
　
べ
き
で
、
国
の
資
金
、
外
交
ル

を
設
立
。
郵
便
貯
金
の
利
子
の
Ｉ
ト
と
、
現
地
の
実
情
に
詳
し

う
ち
二
〇
％
を
寄
付
し
て
も
ら
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
情
報
な
ど
が
結

う
シ
ス
テ
ム
で
、
三
年
度
は
百
び
付
い
て
こ
そ
、
本
格
的
国
際

四
十
八
事
業
に
九
億
千
三
百
五
貢
献
が
可
能
」
と
主
張
し
て
い

十
八
万
円
を
配
分
。
県
内
で
は
、
る
。
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な
の
は
、
的
確
な
情
報
を
入
手
し
、

現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
得
る

こ
と
、
そ
し
て
医
師
と
し
て
人
間
と

し
て
、
私
た
ち
自
身
の
力
量
を
高
め

る
こ
と
。
こ
の
う
ち
の
ど
れ
が
欠
け

て
も
、
実
の
あ
る
医
療
援
助
は
で
き

な
い
と
悟
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
○
○
Ｏ

　
当
事
国
の
医
師
と
ペ
ア
で

　
タ
イ
か
ら
戻
っ
て
、
私
た
ち
を
派

遣
し
た
西
日
本
医
学
生
ア
ジ
ア
連
絡

協
議
会
に
こ
の
苦
い
体
験
を
報
皆
す

る
と
、
そ
れ
は
難
民
秋
畏
に
関
心
を

も
つ
人
々
の
間
に
大
き
な
肢
紋
と
な

っ
て
広
が
っ
て
い
っ
た
。
翌
年
に
は

全
国
規
模
の
協
議
会
が
生
ま
れ
、
ま

た
、
私
た
ち
の
呼
ぴ
か
け
に
応
じ
た

タ
イ
や
イ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
各
国
の
医
学
生
、
医
師
が
参
加
す

。
る
国
際
会
議
も
こ
の
年
か
ら
始
ま
っ

た
。
こ
う
し
た
動
き
が
、
や
が
て
八

四
年
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
大
き
な
力

と
な
っ
た
の
が
、
ア
ジ
ア
の
国
々
の

医
師
、
学
生
た
ち
の
情
熱
と
協
力
だ

っ
た
。

　
自
然
災
害
の
被
災
者
や
難
民
へ
の

救
援
医
療
と
言
う
と
、
経
済
的
に
嵐

ま
れ
た
国
が
、
発
展
途
上
の
貧
し
い

国
々
に
し
て
あ
げ
る
も
の
、
と
思
い

が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
深

刻
な
問
題
と
し
て
抱
え
る
当
事
国
の

医
師
や
看
護
婦
た
ち
が
、
決
し
て
手

を
こ
ま
ぬ
い
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
。
町
政
的
、
技
術
的
な
困
難
と
闘茂

い
な
が
ら
、

で
き
る
限
り

の
力
を
尽
く

し
て
き
た

人
、
機
会
さ

え
あ
れ
ば
進
ん
で
参
加
し
た
い
と
思

っ
て
き
た
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。
人

的
貢
献
に
国
境
は
な
く
、
だ
れ
も
が

平
等
に
参
加
で
き
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
い
つ
し
か
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

基
本
理
念
の
一
つ
『
に
な
っ
た
が
、
現

実
的
に
考
え
て
も
多
言
語
、
多
文
化
、

鳶
振
の
ア
ジ
ア
で
医
療
活
動
を
す

る
の
に
、
西
欧
流
、
日
本
流
の
や
り

方
を
押
し
通
す
だ
け
で
は
、
と
て
も

成
功
は
お
ほ
つ
か
な
い
。

　
そ
れ
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
も
う

二
十
年
も
前
、
岡
山
大
学
ク
ワ
イ
河

医
学
踏
査
隊
の
一
員
と
し
て
、
当
時

の
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
の
モ

ン
族
の
開
拓
農
場
で
暮
ら
し
た
と
き

の
こ
と
で
あ
る
。
パ
コ
ダ
と
い
う
名

の
そ
の
コ
コ
ナ
ツ
農
場
に
は
二
、
三

千
人
の
人
々
が
生
活
し
て
い
た
が
、

ほ
と
ん
ど
全
員
が
サ
ナ
ダ
虫
と
回
虫

を
二
重
に
も
ち
、
し
か
も
ひ
ど
い
皮

膚
疾
患
に
苦
し
ん
で
い
た
。
私
た
ち

が
持
参
し
た
薬
が
て
き
め
ん
に
効
い

た
の
は
宮
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、

問
題
は
私
た
ち
が
帰
っ
た
あ
と
ど
ぅ

な
る
か
で
あ
る
。
貧
し
い
彼
ら
に
高

価
な
日
本
の
薬
を
買
わ
せ
る
こ
と
な

ど
と
て
も
で
き
な
い
相
談
だ
。
総
じ

て
現
代
医
学
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
す

ぎ
、
先
端
の
医
療
を
持
ち
込
め
ば
持

ち
込
む
ほ
ど
、
現
地
の
人
た
ち
の
暮

ら
し
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
、
矛
盾
の
中
に
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
ま
だ
様
々

な
難
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
が
、
少

な
く
と
も
現
地
の
人
々
の
要
望
や
特

殊
事
情
を
考
慮
に
入
れ
た
医
療
を
め

ざ
そ
う
と
、
八
八
坏
か
ら
は
日
本
人

医
師
だ
け
の
チ
ー
ム
編
成
を
や
め

て
、
当
事
国
と
日
本
の
医
師
が
ペ
ア

を
組
む
二
国
間
協
力
態
勢
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
第
一
号
は

南
イ
ン
ド
・
カ
ル
ナ
タ
カ
州
の
無
医

地
区
を
車
で
巡
回
す
る
診
療
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
彼
ら
の
言
葉
を
理
解
し
、

宗
教
上
の
タ
ブ
ー
や
生
活
習
慣
に
通

じ
た
イ
ン
ド
の
お
医
者
さ
ん
が
Ｉ
絡

だ
っ
た
こ
と
は
、
ど
れ
ほ
ど
心
強
く
、

有
効
だ
っ
た
か
計
り
し
れ
な
い
。

　
Ｏ
○
Ｏ

　
異
な
る
文
化
に
神
経
使
う

　
実
際
、
ア
ジ
ア
の
奥
地
に
分
け
入

っ
て
い
く
医
師
た
ち
に
と
っ
て
、
官

業
と
文
化
は
時
に
自
分
た
ち
の
生
死

に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
大
き
な
問
題

だ
。
例
え
ば
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女

性
の
患
者
に
は
、
男
性
の
医
師
は
直

接
肌
に
手
を
触
れ
て
診
察
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
を
知
ら
ず
に

服
を
脱
が
せ
た
り
す
れ
ば
、
大
が
飛

ん
で
き
て
大
変
な
騒
ぎ
に
な
る
の
は

必
定
で
あ
る
。
人
に
は
な
か
な
か
言

い
に
く
い
病
気
を
め
ぐ
っ
て
外
国
人

同
士
が
意
思
を
通
わ
せ
る
の
は
、
な

ま
じ
な
文
化
交
流
な
ど
よ
り
は
る
か

に
神
経
を
使
う
難
事
業
な
の
だ
。

　
こ
の
四
月
に
出
発
し
た
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
緊
急

救
廻
雖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
次

隊
は
、
東
大
医
学
部
に
籍
を
置
く
医

師
ナ
イ
ー
ム
さ
ん
が
先
導
役
を
務
め

た
。
こ
の
国
で
外
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
組
織
）
が
活
動
を
す
る
に
は
Ｎ

Ｇ
Ｏ
局
の
許
可
を
と
る
必
要
が
あ
る

が
、
そ
れ
が
わ
ず
か
一
時
間
で
下
り

た
の
は
、
同
国
人
の
信
頼
厚
い
ナ
イ

ー
ム
さ
ん
が
い
た
れ
ば
こ
そ
。
難
民

の
寄
生
虫
駆
除
に
は
薬
の
配
布
だ
け

で
は
効
果
が
薄
く
、
食
事
や
排
便
の

習
慣
か
ら
変
え
な
け
れ
ば
と
の
指
摘

も
、
初
め
て
訪
れ
た
外
国
人
医
師
に

は
思
い
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。

難
民
救
援
の
第
二
隊
に
は
、
日
本
一

人
医
師
二
人
に
ネ
パ
ー
ル
人
医
師
の

ポ
カ
レ
ル
さ
ん
、
そ
れ
に
初
め
て
二

人
の
日
本
女
性
（
脊
護
婦
と
ス
タ
ッ

フ
）
が
加
わ
っ
た
。
女
性
二
人
は
イ

ス
ラ
ム
教
の
女
性
に
対
応
す
る
た
め

だ
が
、
途
上
国
の
医
師
が
他
の
途
上

国
の
人
々
の
救
慌
に
駆
け
つ
け
る
の

は
ま
だ
珍
し
く
、
こ
れ
は
新
し
い
ア

ジ
ア
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
重
要

な
一
歩
と
な
る
に
違
い
な
い
。
来
年

五
月
に
は
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
を

正
式
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
計
画
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
医
師
が
技
能
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
応
じ
て
チ
ー
ム
を
組

み
、
ア
ジ
ア
の
貧
困
や
病
気
と
闘
う

こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
十
八
日
、
先
の
タ
イ
の
政
変

の
一
方
の
主
役
に
な
っ
た
前
バ
ン
コ

ク
知
事
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
か
ら
一
週
の

手
紙
が
届
い
た
。
七
月
二
十
日
か
ら

八
月
の
初
め
ま
で
、
十
二
大
の
視
察

団
を
率
い
て
岡
山
に
農
業
の
研
修
に

　
バ
ン
コ
ク
の
ス
ラ
ム
問
題
は
、
干

ば
つ
に
苦
し
む
東
北
タ
イ
の
農
村
が

疲
弊
し
、
大
量
の
農
民
が
都
市
に
流

れ
込
ん
で
く
る
せ
い
だ
と
考
え
る
氏

は
、
そ
の
根
本
原
因
か
ら
変
え
な
く

て
は
と
、
私
た
ち
の
招
き
に
応
じ
て

有
機
農
業
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
何
と
遠
い
道
の
り
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
何
事
に
も
そ
れ
を
通
ら
な

け
れ
ば
た
ど
り
つ
け
な
い
道
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
私
た
ち
医
師
が
歩
ん

で
い
る
の
も
、
そ
の
道
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
（
す
が
な
み
・
し
け
る
日

ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表
）
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○
○
○

　
フ
ァ
ク
ス
で
情
報
収
集

　
午
前
の
診
察
を
終
え
て
向
か
い
の

小
部
屋
を
の
ぞ
く
と
、
フ
フ
ク
ス
が

ぎ
っ
し
り
文
字
の
書
き
込
ま
れ
た
紙

を
次
々
に
吐
き
出
し
て
い
る
。

　
　
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
連
日
の
雨

で
、
伝
染
病
の
発
生
が
心
配
で
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
難
民
流
入
は
依

然
と
し
て
続
き
、
こ
の
ま
ま
だ
と
医

薬
品
が
足
り
る
か
ど
ぅ
か
…
…
」

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
国
境
地
帯
で
、
難
民
の
寄
生
虫
除

去
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
医
師
団

か
ら
の
報
告
だ
。
政
変
で
播
れ
る
タ

イ
か
ら
、
バ
ン
コ
ク
の
病
院
建
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
伝

え
て
き
た
か
と
思
う
と
、
ほ
ん
の
数

日
前
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
「
五
万

人
の
ブ
ー
タ
ン
難
民
が
逃
げ
込
ん
で

き
た
」
と
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
が
も
た

ら
さ
れ
、
思
わ
ず
身
を
硬
く
し
た
。

　
し
か
し
、
何
よ
り
大
事
な
の
は
、

こ
の
フ
ァ
ク
ス
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア

の
十
三
の
国
と
地
域
に
住
む
四
百
人

の
医
師
た
ち
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
、

刻
々
と
伝
え
ら
れ
て
く
る
こ
と
だ
。

だ
れ
が
、
い
つ
、
ど
こ
へ
、
ど
の
く

ら
い
の
期
間
で
か
け
て
、
無
償
の
医

縦
活
動
に
携
わ
る
用
意
が
あ
る
か
Ｉ

１
．
岡
山
市
郊
外
の
病
院
の
一
室
に

置
か
れ
た
フ
ァ
ク
ス
が
、
ア
ジ
ア
の

医
師
た
ち
の
心
と
心
を
、
文
字
通
り

国
境
を
越
え
て
結
ん
で
い
る
。

　
す
ぐ
れ
た
医
療
で
、
よ
り
よ
い
未

来
を
、
ア
ジ
ア
に
・
・
・
・
’
・
。
こ
ん
な
モ

ッ
ト
ー
を
掲
げ
る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
が
発
足
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
は
七
九
年
、
一
人

の
医
師
と
二
人
の
医
学
生
が
カ
ン
ボ

ジ
ア
難
民
の
医
療
援
助
を
し
よ
う

と
、
タ
イ
に
渡
っ
た
の
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

　
Ｏ
○
○

　
善
意
だ
け
で
は
‘
：

　
そ
の
一
人
だ
っ
た
私
は
、
ど
こ
に

難
民
キ
ャ
ン
プ
が
あ
る
の
か
さ
え
知

ら
ぬ
ま
ま
、
勇
躍
バ
ン
コ
ク
に
乗
り

込
み
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
を
訪
ね
た
。
と
こ
ろ
が
意
外
な
こ

と
に
、
そ
こ
の
ド
イ
ツ
人
ド
ク
タ
ー

は
私
た
ち
の
顔
を
見
る
な
り
、
函

者
は
も
う
い
ら
ん
、
帰
っ
て
く
れ
」

と
す
げ
な
い
返
事
を
か
え
し
た
の
・

◇
連
絡
協
議
会
の
4
0
0
人
、
ア
ジ
ア
の
難
民
救
援
医
療
に
奔
走
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
波

だ
。
押
し
問
答
の
末
、
よ
う
や
く
キ

ャ
ン
プ
の
あ
る
カ
オ
イ
ダ
ン
の
名
を

聞
き
出
し
、
現
旭
に
た
ど
り
善
い
た

も
の
の
、
病
棟
建
設
を
進
め
て
い
た

別
の
日
本
の
医
療
チ
ー
ム
か
ら
は
。

　
「
事
故
が
起
き
た
と
き
の
責
任
を
と

り
か
ね
る
か
ら
」
と
、
や
ん
わ
り
協

力
を
拒
否
さ
れ
る
始
末
だ
っ
た
。

　
い
く
ら
善
意
に
あ
ふ
れ
て
い
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
飢
え
と
病
気
と

貧
困
に
苦
し
む
人
た
ち
を
励
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
私
た
ち
は
痛
い
ほ

ど
そ
れ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
大
切
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